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一般的な注意事項
装置の初期使用前に、この取扱説明書を読んで、指
示に従ってください。この文書は、後の使用あるい

は次の所有者のために保存してください。
● 取扱説明書および安全上の注意事項を守らないと、機器が損

傷したり、オペレーターや他の人に危険が及ぶ可能性があり
ます。

● 取扱説明書内の備考の他に、使用国の一般的な安全/事故防
止規定を順守してください。

● 機器に取り付けられた警告および情報標識は、安全な操作の
ための重要な情報を提供します。

● 搬送中に破損した場合は、直ちに販売店にご連絡ください。
● 開梱時にアクセサリーの欠品がないか、または商品に損傷が

ないかどうか梱包の中身を確認して下さい。

環境保護
梱包材はリサイクル可能です。各自治体の規定に従ってリ
サイクル処理してください。
電子機器には、誤って取り扱ったり廃棄したりすると人間
と環境に危険を及ぼす可能性があるバッテリーや充電式
バッテリーパック、あるいはオイルなどの構成要素が含ま

れています。これらは機器が適切に機能するために必要な構成
要素です。このシンボルが表記されている機器は、各自治体の
規定に従って、廃棄してください。

安全注意事項
セキュリティレベル

� 危険
●この注記は死亡事故に至る直接的な危険を指します。

� 警告
●この注記は身体の重傷または死亡に至る可能性が考えられる
危険を指します。

� 注意
●この注記は軽度から中程度の怪我を招く恐れのある危険状態
を示唆します。

注意
●この注記は器物破損を招く恐れのある危険状態を示唆します。

個人用保護具

� 注意 ● 機器を取り扱う際には、適切な手袋を着用してくだ
さい。

一般的な安全に関する注意事項

� 危険 ● 窒息の危険。包装材に子供が近寄らないようにして
ください。 

� 警告 ● 機器は規定に従ってのみ、使用してください。機器
を操作するときは、周辺の状況を考慮し、第三者、特に子供に
注意してください。  ● 本機器は、身体的、感覚的、精神的能力
に制限がある方、経験および/または知識が不足している人は
使用しないでください。  ● 装置の取り扱いについて指導を受け
た、または操作スキルを持つことを示し、装置の使用を明示的
に委託された人のみがデバイスを使用できます。 ● 子供は本装
置を使用しないでください。 ● 子供が装置を玩具として遊ばな
いように監督してください。

� 注意 ● 安全装置は使用者を保護するためのものです。安全
装置に変更を加えたり、バイパスさせたりするのは絶対におや
めください。

感電の危険

� 危険 ● 保護クラス I の機器は、適切にアースされた電源に
のみ接続してください。 ●  銘板に記載されている電圧は、電源
の電圧と一致している必要があります。    ● 濡れた手で電源プ
ラグやコンセントに触れないでください。

� 警告 ● デバイスは、電気技師がIEC60364-1に準拠して設置
された電気設備にのみ接続してください。 ● 泡が発生したり液
体が漏れたりした場合は、すぐに機器の電源を切り、電源プラ
グを抜いてください。 ● 本機を使用する前に、主電源プラグ付
きの主電源接続ケーブルが損傷していないことを確認 してく
ださい。主電源ケーブルが破損した場合は、危険を避けるた
め、製造元、正規のカスタマーサービス、または資格のある電
気技師によって直ちに交換してください。  ● 踏みつけたり、押
しつぶしたり、引っ張ったりして、電源コードを損傷させない
でください。電源コードを熱、オイル、鋭利な角部から保護し
てください。 ● 電源コードはケーブルドラムから必ず全て引き
出してご使用ください。ケーブルドラムに巻かれた状態でのご
使用は大変危険です。 ● 電源コードは、ケルヒャー指定品番を
１本のみ接続してください。市販の延長コードを接続すると、
発熱や火災、感電の原因となる可能性があります。また、電圧
の低下により、モーターに負担がかかり、故障の原因となるこ
とがありますので、指定の延長コードにさらに延長コードを接
続しないでください。 本体、アクセサリーの品番情報について
は、 カタログ、ホームページ等をご覧ください。 ● 主電源接続
部または延長ケーブルのカップリングは、同じ防滴性能と機械
的強度を持つものにのみ交換してください。 

注意 ● 主電源を入れる際、短時間の電圧降下が発生します。 ● 
主電源の状態が悪いと、他の機器に影響を与える可能性があり
ます。 ● 主電源インピーダンスが0.15Ω以下であれば、干渉は
ありません。

操作

� 危険 ● 危険なエリア（ガソリンスタンドなど）で機器を使
用する場合は、そのエリアの安全規制を遵守してください。 ● 
爆発の危険性がある場所での操作は禁止されています。 ● 爆発
の危険があります。一部の物質は、乱流により爆発性の蒸気や
吸入空気との混合物を形成し、機器で使用されている物質を腐
食させる可能性があります。
● 可燃性のガス、液体、粉塵（反応性粉塵）を吸引しないでく

ださい。 取扱説明書の「規定に沿った使用」を参照してくだ
さい。

● 反応性金属粉塵（アルミニウム、マグネシウム、亜鉛など）
を、強いアルカリ性洗剤や酸性洗剤と一緒に吸引しないでく
ださい。

● 食塩水や酸を吸引しないでください。
● 有機溶剤（ガソリン、塗料シンナー、アセトン、加熱油な

ど）を吸引しないでください。
● 燃焼またはくすぶっている物体/ 物質を吸引しないでくださ

い。

� 警告 ● 機器で人や動物を吸引しないでください。  ● 人体に
有害な粉塵の吸引に機器を使用しないでください。取扱説明書
に記載されている安全上の注意を守ってください。
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� 注意 ● 使用前に、機器と付属品が適切な状態にあること、
そして操作上の安全性を確認してください。機器が損傷の際は
機器のプラグを抜いて使用しないでください。 ● 機器のスイッ
チがオフになっておらず、電源プラグが抜かれていない場合
は、機器を監視なしでは決して放置しないでください。

注意 ● 0°C未満の温度で機器を操作しないで ください。 ● 低
温の屋外では使用しないでください。

乾式掃除機

� 警告 ● 機器は、乾式清掃専用です。屋外の濡れた場所で使
用しないでください。大変危険です。機器の故障の原因にもな
ります。   

お手入れとメンテナンス

� 警告 ● 清掃、メンテナンス、部品交換を行う前に、機器の
スイッチをオフにして電源プラグを抜く必要があります。別の
機能に切り替える前に、機器のスイッチをオフにしてくださ
い。 

� 注意 ● 修理は、認定されたカスタマーサービスセンター、
または関連するすべての安全規定に精通しているこの分野の専
門家のみが行うことができます。修理は、機器に関連するすべ
ての安全指示に精通しており、資格のある認定されたカスタ
マーサービスまたはスタッフのみが実行できます。

注意 ● 機器の安全点検は使用する場所で適用されている規制に
基づいて行ってください。 ● ショートまたはその他の損傷。機
器の清掃にホースによる水噴射や高圧水噴射を使用しないでく
ださい。

アクセサリーとスペアパーツ

� 注意 ● メーカーが承認したアクセサリおよびスペアパーツ
のみを使用してください。純正アクセサリおよびスペアパーツ
を使用することで、機器の安全でトラブルの無い動作が保証さ
れます。

輸送

� 注意 ● 搬送前にモーターを停止してください。重量を考慮
して機器を固定してください。取扱説明書の章 技術データ を
参照してください。

規定に沿った使用
� 警告
健康被害
健康に有害な粉塵の吸引
健康に有害な粉塵の吸引には使用しないでください。

注意
機器の破損
 高湿度環境では使用しないでください（ショートのリスク）。    
 屋内のみで使用・保管してください。
● 本機は、床面や壁面の乾式清掃向けに設計されています。
● 本機は以下のような場所（ホテル、学校、病院、工場、

ショップ、オフィス、賃貸会社など）での業務用に適してい
ます。
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機器に関する説明
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1 電源コード

2 排気グリルのロック

3 排気グリル

4 フロアノズルの保管用フック

5 銘板

6 サクションホース

7 排気フィルターのハウジング

8 排気エアフィルター

9 ハンドノズル

10 ケーブルリールのクランクハンドル

11 ホースホルダー

12 ケーブルドラム

13 キャリーハンドル（折りたたみ式）

14 サクションヘッド

15 サクションヘッドのロック

16 ダストコンテナ

17 回転式キャスター

18 サクションホースポート

19 コーナーノズル

20 メインスイッチ

21 フロアノズル

22 伸縮式サクションパイプ　長さ調整

23 伸縮式サクションパイプ

24 吸引力レギュレータ

25 ベンディングパイプ

26 常設フィルターバスケット

27 モーター保護フィルター

色分け
● 黄色箇所は清掃作業用を表します。
● 薄グレー箇所はメンテナンス、サービス用を表します。
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プレパラート
1. 機器を開梱し、アクセサリーを取り付けます。
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セットアップ
1. 常設フィルターバスケットがサクションヘッドに取り付けら

れているか確認します。

動作モード
1 フィルターバッグを使用した作業（推奨）
2 フィルターバッグを使用しない作業

HEPAフィルター (別売り) を取り付ける
1. 排気グリルのロックを解除し、取り外します。
2. 排気フィルターのハウジングを取り外します。
3. HEPAフィルター（別売り）を取り付けます。
4. 排気グリルを取り付けてロックします。

フィルターバッグを取り付ける
1. サクションヘッドのロックを解除し、取り外します。
2. 合成繊維フィルターバッグを取り付けます。フィルターバッ

グの開口部を、サクションホースポートのレールを越えて根
元まで取り付けます。

3. サクションヘッドを取り付け、ロックします。

操作
機器をオンにする

1. 電源コードをケーブルドラムから全て引き出し、プラグをコ
ンセントに差し込みます。

2. メインスイッチで本機の電源を入れます。

吸引力の調整
1. 吸引力レギュレータで吸引力を調整します。

清掃作業
1. 清掃作業を行います。

機器をオフにする
1. メインスイッチで機器をオフにします。
2. 電源プラグを抜きます。

すべての操作後
1. コンテナを空にします。
2. 機器ならびに付属品は、使用後に水で湿した布で拭き取りま

す。

搬送
� 注意
重量規定に従わないと、怪我や破損につながるおそれがありま
す。
搬送の際には装置の重量に注意してください。
1. 機器を車両で輸送する際には、適用されるガイドラインに

従って、滑り止めや転倒防止のための固定を行ってくださ
い。

保管
� 注意
重量規定に従わないと、怪我や破損につながるおそれがありま
す。
保管の際には装置の重量に注意してください。
デバイスは常に屋内に保管してください。

お手入れとメンテナンス
� 危険
感電による事故の防止
お手入れ前は、必ず機器のスイッチをオフにして、電源プラグ
を抜いてください。

常設フィルターバスケットを掃除する

注意
濡れた常設フィルターバスケットによる危険
機器が損傷する危険
常設フィルターバスケットが濡れているときは、絶対に挿入し
ないでください。
1. サクションヘッドのロックを解除し、取り外します。
2. サクションヘッドを上下反転して床に置きます。
3. 常設フィルターバスケットのロックを解除し、取り外しま

す。
4. 必要に応じて、常設フィルターバスケット（洗浄可能）を流

水で洗浄し、乾燥させます。
5. 常設フィルターバスケットを合わせ、所定の位置にはめ込み

ます。
6. サクションヘッドを取り付け、ロックします。

フィルターバッグの交換
1. サクションヘッドのロックを解除し、取り外します。
2. 合成繊維フィルターバッグを取り外します。

3. シーリングフラップを折り込み、合成繊維フィルターバッグ
をしっかりと閉じます。

4. 新しい合成繊維フィルターバッグを取り付けます。フィル
ターバッグの開口部を、サクションホースポートのレールを
越えて根元まで取り付けます。

5. サクションヘッドを取り付け、ロックします。

排気エアフィルターの交換
交換頻度：年1回もしくは必要に応じて複数回
1. 排気グリルのロックを解除し、取り外します。
2. 排気フィルターのハウジングを取り外します。
3. 排気エアフィルターを排気フィルターハウジングから取り出

します。
4. 新しい排気エアフィルターを排気フィルターハウジングに取

り付けます。
5. 排気フィルターをフィルターハウジングに取り付けます。
6. 排出グリルを取り付けてロックします。

HEPAフィルター (別売り) を交換する
交換頻度：年1回もしくは必要に応じて複数回
1. 排気グリルのロックを解除し、取り外します。
2. HEPAフィルター（オプション付属品）を取り外します。
3. 新しいHEPAフィルター（オプション付属品）を取り付けま

す。
4. 排出グリルを取り付けてロックします。
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モータ保護フィルタの交換
1. サクションヘッドのロックを解除し、取り外します。
2. サクションヘッドを上下反転して床に置きます。
3. 常設フィルターバスケットのロックを解除し、取り外しま

す。
4. モーター保護フィルターを取り外します。
5. 新しいモーター保護フィルターを取り付けます。
6. 常設フィルターバスケットを合わせ、所定の位置にはめ込み

ます。
7. サクションヘッドを取り付け、ロックします。

故障かなと思ったら
� 危険
感電による事故の防止
お手入れ前は、必ず機器のスイッチをオフにして、電源プラグ
を抜いてください。
使用中に機器がオフになる
モーターの熱保護機能が作動しました
1. すべての部品に詰まりがないか点検します。
2. 合成繊維フィルターバッグを交換します。
3. モータ保護フィルターを交換します。
4. 排気フィルターまたはHEPAフィルター（別売り）を交換し

ます。
5. モーターを約30～40分間冷まします。本機器のスイッチを

再びオンにします。
サクションモーターが作動しない
1. 電源ソケットとヒューズを点検してください。
2. 本機の主電源ケーブルと主電源プラグを確認してください。
3. 機器のスイッチを再度オンにします。
吸引力が低下する
1. フロアノズル、サクションパイプ、またはサクションホース

のあらゆる詰まりを取り除きます。
2. 合成繊維フィルターバッグを交換します。
3. 常設フィルターバスケットを流水で洗浄し、乾燥させます。
4. サクションヘッドを適切に取り付け、ロックします。
5. 不具合のあるサクションホースを交換します。
6. モータ保護フィルターを交換します。
吸引時の粉塵漏れ
1. 合成繊維フィルターバッグが正しく取り付けられているか点

検します。
2. 合成繊維フィルターバッグを交換します。
3. サクションヘッドを適切に取り付け、ロックします。
4. 常設フィルターバスケットを流水で洗浄し、乾燥させます。
5. 新しい常設フィルターバスケットを取り付けます。
6. モータ保護フィルターを正しく取り付け交換します。

カスタマーサービス
上記の点を確認しても問題が解決せず、不具合が疑われる場合
は、修理を依頼してください。

アクセサリーとスペアパーツ
純正のアクセサリーおよび純正のスペアパーツのみ使用してく
ださい。これにより装置の安全で、トラブルの無い動作の保証
が約束されます。
アクセサリーやスペアパーツに関する詳細については、
https://www.kaercher.com/jp/professional.htmlをご参照く
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

テクニカルデータ

技術的な変更が行われることがあります。

保証
保証書は日本でのみ有効です。不具合の原因が製造上の欠陥に
起因する場合は、保証期間中は無料で修理いたします。補償請
求の場合は、購入日を証明する領収書の提示が必ず必要になり
ます。
部品の摩耗、通常の摩耗、または耐用年数終了の場合、および
購入日を証明する領収書が提示されない場合、修理は有料にな
ります。
ユーザー登録をしていただくことで、保証期間が2年に延長さ
れます（アクセサリー、スペアパーツと洗剤を除きます）。

Kärcher  
T 15/1

電気コネクタ

電源電圧 V 100

相 ~ 単相

電源周波数 Hz 50-60

保護クラス II

定格消費電力 W 500

装置のデータ

タンク容量 l 15

吸引風量(最大) l/s 37

真空度(最大) kPa 
(mbar)

17,4 
(174)

度量衡

長さ x 幅 x 高さ mm 430 x 255 
x 420

使用時重量 kg 6,9

サクションホース直径 mm 35

環境条件

周囲温度 (最大) °C +40

EN 60335-2-69 に基づいて求めた値

音圧レベル LpA dB(A) 50

不確実性 KpA dB(A) 2

音響パワーレベル LWA保証 dB(A) 62

手および腕における振動値 m/s2 <2,5

不確実性 K m/s2 0,2

電源コード

メインケーブルタイプ mm2 HVCTF 
2x1,25

コード長さ m 10
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